
 

第 2176 回（11 月 12 日）例会報告 

●点  鐘  川野健人 会長 

●ロータリーソング   我らの生業 

       「ロータリーとは何ですか？」 

ロータリーを他人に告げる歌 

●４つのテスト唱和 

●来訪者紹介  

 ・ものつくり大学学生課長 小林清剛 様 

・   〃    学生支援係長 工藤淳 様 

 ・   〃    製造学科３年 田島悟 様 

・   〃    製造学科３年 大澤怜史 様 

・   〃    建設学科４年 高橋立 様 

・   〃    建設学科３年 吉田凪沙 様 

●会長報告  川野健人 会長 

●幹事報告  春日雅樹 幹事 

●出席状況報告  飯塚秀司 委員 

●ニコニコ報告  飯塚秀司 委員長 

●本日の卓話 

・ものつくり大学さくら奨学生 

 ・   〃    製造学科３年 田島悟 様 

・   〃    製造学科３年 大澤怜史 様 

・   〃    建設学科４年 高橋立 様 

・   〃    建設学科３年 吉田凪沙 様 

●謝辞 川野健人 会長 

●点  鐘  川野健人 会長 

 

 

 

 

 

 

 

来訪者紹介 

 

川野健人会長 

会長報告 

 

                 川野健人会長 

  皆さん、こんにちは。本日は、会長報告をするの

は、大変心が痛むのですが、時田さんが１１月９日土

曜日の夕方ですが、眠るように亡くなりました。 

癌でなくなったのですが、こんな事を言うのもですが、

癌で亡くなる場合は、もがいて亡くなる方が多いと聞

きます。時田さんは、ゆっくりと安らかに亡くなった

そうです。 



ゆっくりと、静かに動かなくなったそうです。本当に、

時田さんらしい亡くなり方だと思いました。 

 時田さんから、会長を引き継いだのですが、ロータ

リーの会長職を全うしたんだなと、思います。 

 私は、時田さんの背中をいつも押していましたが、

自分が時田さんから、背中を押して頂いていると感じ

る事がいっぱいありました。本当に、私の良き理解者

でもありました。 

とても、わがままな方でしたが、優しさが勝っている

人だと思います。 

 ご冥福をお祈り申し上げます 

さて、中々切り替えが難しいのですが、本日は、もの

つくり大学さくら奨学生の卓話です。 

いつもと違いまして、通常は、アイトピアの例会場で

行っていましたが、本日は、ホームグランドの大学で

行う事にしました。いつも伸び伸びした発表が多いの

ですが、更に伸び伸びした発表になると思い企画しま

した。ですが、逆に多くの先生方等のオブザーバーを

囲みながらの発表になってしまい、逆に大変かと思い

ますが、よろしくお願いいたします。 

   

幹事報告 

 

               春日雅樹幹事 

 さくら奨学生のみなさん、本日の卓話宜しくお願い

致します。 

・11月 5日 キングアンバサダーホテルにてクリスマ

ス忘年会の下見打ち合わせがありました。 

・11月 7・8日 来年 4月の観桜旅行の下見で姫路に

行ってきました。 

・次回 11月 19日は休会です。 

・来週 11月 26日 例会は 27日（水）企業訪問（東大

宮・浦和）に変更になっていますのでお間違えのな

いよう宜しくお願い致します。 

・11月 27日（水）企業訪問の参加費ですが、本日事

務局の方で領収書ありますので支払いできる方は宜

しくお願い致します。 

 

出席状況報告 

  飯塚秀司 委員 

会員数 出席対象者 出席者 メーキャップ 出席率 

５１名 ４８名 ２５名 ３名 ５８% 

 

ニコニコ報告 

               飯塚秀司 委員長 

川野会長 本日は、ものつくり大学の奨学生の皆様、 

     卓話よろしくお願いいたします。 

     時田さんが、亡くなって残念です。 

     拍手はいりませんので、一句 

     「想い出が 涙になって 出てくるよ」 

春日幹事 時田会員のご冥福をお祈りいたします。 

さくら奨学生の皆さん、本日は宜しくお願

い致します。 

長谷川会員 宮本さん、本日はお世話になります。 

松本健一会員 本日は、お世話になります。 

     学生の卓話楽しみにしていました。 

矢澤会員 さくら奨学生の皆様の活躍を祈ります。 

神田会員 さくら奨学生の皆さん卓話楽しみにしてい

ます。 

新井会員 ものつくり大学 さくら奨学生の皆様 

     本日は、卓話ありがとうございます。 

     皆様の今後の活躍を祈念致します。 

橋本恭一会員 時田直前会長、ご逝去には心より弔意 

     を申し上げます。結果的にロータリーでの 

     花道となった、憲政会館でのさくら功労賞 

     受賞に微力を尽くせたのは良かったです。 

島﨑会員 10月の米山月間が終了しました。 

     今年で委員長は終わり。来年からは、この 

     地獄の月間から解放されます。 

     行田さくらＲＣでは、だれもほめてくれま

せんので、自分で自分をほめたいと思いま

す。島﨑君、君はえらい。3 年間本当によ

く頑張った。 

大谷会員 時田直前会長が亡くなってしまいました。 

     時田年度での様々なことを思い出し、大変

悲しいです。今日は、時田年度慰労会で頂

いた時田直前会長とお揃いだったネクタイ



を締めて、例会に参加しました。 

     時田さんのご冥福をお祈り致します。 

五十幡会員 本日は、ものつくり大学奨学生の卓話、 

     皆様のご活躍のお話を聞けること、楽しみ

にしておりました。宜しくお願い致します。 

宮本会員 本日は、ものつくり大学のさくら奨学生が 

     卓話でお世話になります。 

     よろしくお願いします。 

松岡会員 さくら奨学生の皆様の卓話楽しみにしてお

ります。 

     時田直前会長のご冥福をお祈りいたします。 

今日はさくら奨学生の田島君、高橋君、吉田さんの卓

話でした。 

同文として、渡辺会員、田中清自会員、田中利幸会員、

田島会員、長島会員、早﨑会員、松本猛会員、飯塚会

員。 

 

 

 

本日の卓話 

 

ものつくり大学学生課長 小林清剛 様 

 

 

 

  ものつくり大学製造学科３年 田島悟 様 

 私が大学で最も力を注いでいる事は「ものつくり大

学スターリングエンジンプロジェクト(通称：MSEP)」

です。 

私は大学入学後の目標に「高校時代に学べなかった

工学を学び、見聞を広める」があり精密加工を用いて

特殊なエンジンを製作する MSEPへ所属を決めました。 

 所属後は精密加工技術の習得と毎年開催される大会

へ向けて、エンジン製作を行いました。そして、約 3

年間の活動で感じた事は「毎年 1回の大会で結果を残

す」では枠に囚われ、ものつくり大学生らしい、新時

代を切り拓く感性・倫理観を備えた人にはなれないと

感じました。今後は実績と技術を頼りに広報的活動を

行い、スターリングエンジンの新時代を築く活動が必

要だと思います。 

具体的には講習会へ参加し自分達の活動を発表する、

小学校などで製作会を行いスターリングエンジンの楽

しさを感じてもらう活動を展開したいと考えています。

今後もプロジェクト活動に力を入れ、MSEPの未来を考

えたいと思います。 

 

 

 

ものつくり大学製造学科３年 大澤怜史 様 

私が在学中において最も力を注いだことは、技能の 

習得です。  

私は手に職を付け大学を卒業し、ものづくり業界で 

活躍できる人材になることを目標に、ものつくり大学

へ入学し、特に実習の授業に力を入れております。ま

た、1年次より技能士資格の取得にも取り組んできま

した。 

私は、ものつくり大学スターリングエンジンプロジ 

ェクトに所属しています。エンジンの制作には高い技

術を要しますが、培われた技能により、性能の高いエ



ンジンを製作することが可能です。実際に全国より集

まったエントリーの中、自ら製作したエンジンで表彰

台に上がることができました。 

今後は、所有資格の拡大を目標とすると共に就職活 

動にも力を入れていきたいと考えています。私は、今

持つ技能を最大限に活かせる場として、将来は人間教

育から日本のものづくりを支えていく指導員となるこ

とを志しています。この志しを達成するため、授業や

課外活動により熱心に取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

ものつくり大学建設学科４年 高橋立 様 

私が最も力を注いだことは技能検定や競技大会を通

して習得した、木材加工技術です。 

1 年次は競技大会木材加工職種に出場して、家具の

基礎技術を学びました。同年に大工検定 3級を取得し

て、大工の基礎技術も身に着けました。 

2 年次は競技大会建築大工職種に出場して、銀賞と

いう結果を残すことができました。 

3 年次は大工検定 2 級をとしてより高度な大工の技

術を身に着けました。 

4 年次は「大学会館ユーザーの利便性向上のための

一連の制作」というテーマで卒業制作を行いました。

この制作を通して、企画・設計、工程計画、施工、納

品・設置、アフターケアなど就職後行うであろう一連

の工程を体験することが出来ました。 

 今回頂いたさくら奨学金は研修期間の交通費や生活

費等として使わせていただきました。今後、さらに技

術力を磨き、一日も早く就職先である「株式会社やす

むら」の戦力になるよう努力するとともに、社会に貢

献できるよう、尽力します。 

 

 

 

 

 

ものつくり大学建設学科３年 吉田凪沙 様 

この度は、さくら奨学金受給者に選んでいただけた

こと、心から感謝いたします。 

 私は、木造建築コースを専攻し、古くから現在に至

るまで継承され続けている木造建築の技法や実践的な

技術について学んでいます。 

私が木に興味を持ったきっかけは、幼稚園にあった

室内木造遊具場と母の実家の家屋で遊んでいたことで

す。私は木造の空間の温かさを感じ、安心できる雰囲

気が好きで木に関わる仕事をしたいと考えるようにな

りました。 

私は２年生の時、舞台大道具の会社である、俳優座

劇場に４０日間のインターンシップに行きました。舞

台美術部の製作課にて舞台大道具やテレビ、ライブな

どのセットの製作に関わりました。インターンシップ

を通じて普段学んでいることをより深めることが出来

たと思います。インターンシップ後の授業では丁寧に

正確さを考えて作業するようになりました。またもの

つくり大学の卒業生が活躍している姿を見て私も先輩

方のような立派な技術者になりたいと思いました。 

そのために今回いただいた奨学金を学費に当て、学

校で沢山学んでさらに知識と技術を身につけて社会に

でて活躍できるよう日夜、勉強に励んでいます。 

 

 

 



 

【質疑応答】 

 

 

謝 辞 

 

川野健人会長 

 

 

 

 

点 鐘 


